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1. HighFieldMagnetizationofCuOandNd2CuO4

近 藤 修

数年前に発見された新しい敢化物高温超伝導体では､酸素を介した銅イオン間の磁

気的相互作用にI興味がもたれている｡今回の論文では､これら高温超伝導体と同じ様
なCu-0-Cuのつな-がりを持つ単純な物質であるCuOについて (part1)､さらに､
電子キャリアの超伝導体Nd2-xCexCuOトリの母物質であるNd2CuO4(pari2)につい
て､強磁場磁化などの測定結果について述べる｡CuOは､約500Kで帯磁率が最大値を
とり､230Kで反強磁性オーダする｡強磁場磁化の測定よりスピンプロップが､磁場
HA=104kOeで発見された｡帯磁率カーブはBonner-Fishercurveによく合うので､CuOを
一次元的磁性体と考えCuO問の交換相互作用定数JB/kは400K､分子場HEは6000kOeと求
められる｡また､これらの値とHcより異方性磁場HAは0.9kOeと求められる｡
Nd2CuOAは､中性子回折の測定によりCUが255Kで反強磁性オーダし､スピンが[110]
を向いている｡強磁場磁化の測定では､磁場を[110]にかけたとき磁化にスピンフロア
らしき相転移が磁場H,f=5.3kOe(0.57K)で発見され､Hsfは角度変化をする｡また､磁
化は低温強磁場でほぼ飽和し､飽和磁化は1.3jJ折d3十と見積られる｡ざらに磁場を
[100コにかけた場合､これとは別の新たな相転移が磁場40kOe付近に発見された｡低磁
場での相転移は､本質的には､1dスピン問の､スピンフロブ的なものと考えられるが､
NdとCuとの相互作用が影響を及ぼしていると考えられる｡Ndイオンの反強磁性オーダ
は単純なものではなく､Cuイオンとの相互作局があり複雑なものとなっていると考え
られる｡

今回の発表では､時間の都合もありpart2の ｢帖CuOAの強磁場磁化｣について
のみ発表する予定である｡

2. GdB6の磁気共鳴

紺 谷 直 人

GdBeは塩化セシウム型の結晶構造を持ち､ネール点が約 16Kの

反強磁性体として知 られている｡この物質はGd3十が S-stateion
.__

であるため､物性は比較的単純であると思われて来た｡ しかし､

電気抵抗の測定などからえられ た反強塩性領域での奇妙な相転移 に

ついては､いまだ原因が明らか になっていない｡
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